
活動の威黒ステップに ―
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ゲストティーチャーのきまり

'絆
|し まありませんが、交通費の規

定があ ,ま 十 三十 1た との詳しt事
前打合せがあります.3事故に時ヽし
ては保「黄で力′ヽ―します.

百年塾lo年間の活動の成果や課題を話し合いながら さらに新しい事業も加えて、多くの市民のみなさ
んに理解される百年塾を目指しています。人づくり、まちづくりが実現できるように活動を続けていきます。

市民教授のつとい

役割は学習のサポーター
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2月 20日 (土 )に研修と情報交換
を目的に市民教授のつといを開催、

市民教授がめざすものと役割を露し

合い、学校支援の百年塾ゲストティ

ーチャーの説明をしました。

永井副本部長が市民教授の役割に

ついて考え方を示しました。

F年■は市民の視点と感覚で、企

ま
=身
で:,実与1ザ [鼻基[五 |ザ

活動してきました。

百年塾の原動力は人です。,t現化

するための推進委員と、知識や能力

を■かし学び合う市民教授です。再

登録を機に新たな気持ちで、知識を

分かち合うという姿勢で活動しては

しい。市民教授ネツトワークにも期

(`ヽ
~_

百年塾の事業を推進する市内の幼

稚口や小中学校を、百年塾学校教育

部会のメンバーが訪問。日頃の全体

的な会議等ではなかなか得られない

細かな情報交換をしたり、率直な意

見や要望などを話し合うよい機会と

なりました。

2月 上旬に行われたこの訪間では、

各推進国 校ともに今年度の事業を
はぼ成し終えたところ力'多 く、さま

ざまな体験を推しての貴重な意見が

たくさん出されました。

共通の感想としては、「地域と交

1/tを 深めることが教育的にいかに大

切であるかを知った 百年■は地域
を考える良いきっ力■ナになったJ
一方、「推進H 校としての 1年
日は、百年塾や開かれた学校づくり

待を,せ ました

あらたな学校支援

また 学校教イi‖:からは新11度か
らはしまるゲストテイーチヤー11つ

いて説明をしましたt

今 幼椎」や小 中学校ではさま
きまな体験やふれあいを通して、心

,か な1■ どもたちを育てようとして

いますが、こオtを 市1(教授が|よって

いる知li設や半
`験

 技術などで■12し
ようとするものです

とんなサボートができるかうえて

ほしぃと今録を呼びかけました

分11会でもゲストテイーチャーに

ついて多くの意 ,とがでました

●不安はあるがすでに実施した事

快もある.0学校に地域の教育力を

各推進国 |たからの声は次の通り

です。

◇地域の人材活用1で授業に広がりが

できた

◇ rど もたちのボランテイアの概念

が,:く 深くなる

◇フェスタヘの参加でスタソフやボ

地域を考えるきつかけに
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百年塾推進園・校とは
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◇ けlt教授名簿が役立つ

◇地域の情報がもっとましい

◆it備がしっかりできるよう推進狡

の指定を早めに知1つ たい

◇職員の共通理解が必要不II矢

◇用かれた学 |たへの取り組みは地域

ぐるみの啓蒙になる

◇これからの教育は地域のサポート

を必要とする

各国・校の「うまくすすめるコツ」

◇行事を増やさずにこれまでの行事

:こ うまく組A入れる

◇ l llえ ずに教育の幅が広がると考え

オtば気す予ちにゆとリカ'で きる

ランテイアの

,ヽ意を知つた

◇教師自身も生

,F学溜を学ぶ

ことができた

みらい委員会

10年間&未来 徹底討論
百年塾は生き生こと百年を生きるために、まち全体を学び舎にして

いつても、どこでも、なんでも、学び・教え合う共育システムで、市民、

企業、行政が話し合い知恵を出し合いながら市民主体で進めてきました.

10周年を契機にもう一度原点に返り、市民に理解され、さらに活

発に進めるために「みらい委員会」を発足しました。

3H末 :こ中間報告し、総会で
円l題提起、 7月 末にはまとめる

ように進めています

一―市民参加の機会は

公贈会などで多くの市民のせ

見を聞く予定です

―一発表の方法は

IL i ttだけでなく フォーラ
ムなどこ「み

',い
委ll会 J力 iま

=め
たI勺容が 多くの にヽ分か

るようにしたいヒIっ てtヽ ます

日立市ては市民生活全般にわたる生涯学習を「百年塾通勁Jと して進めています. こ意見 In報をお寄せください E-mrrl : iki looi@mijl hidecnel.ne jp
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j・T念 に舌ヽ動してきましか lTI 14、

現在の掛 ■を学習させても
',

いました

一一まとめはいつごろ
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ライフプランセミナニ

出前講座 はじめて妻と話す定年後
研修は定年後の家 L経済、健康管

理などの,i;や 人IIを 摯かにおくる
ために 定年後「r1liユ Jで活動 し
ている先tの経験談を出lき ました
参加者は話の途中、り(■ で何か高1

したり ,ケ 々は頷きながらずξ剣に ll

います 議話終 J´後何人かに1ま」を

41い てみました,「 今まで定年後
のことを去と:舌 したこLはなかつたJ

「■年後故郷へ■:り 、農業をやろ

うと LLう か要とtま また相:炎 してい

ないJ 女性からは 「′,H力 日`曜 ||
でも、なtiも しないで、連日家に

居られたら 私の生活がlFつ てし
まいそう |と いつた意見が多く、
地域 i舌動ゃ′1江学習などについて

り
=を
でι六 .Tし r)ぅ 良い機会に

なったようこす

ri年 ■ではどの企業へでも、出

li rt.||し ます 希望があれば申込
みくださtヽ

熟年研究会へどうぞ

熟年か集まり、日■の歴史や再発

「t、 4Jき がいさ力'し など講師を招き、
いろいろなテーマで楽しく、月1[1

の学習会を|‖ lLし ています.

新しく会員を募集します.間 しヽの
ある方は、山年塾サロンにご連絡を

より良い病院に 多くの試み

日 lヽ lltf年 十 1'給イ)病院では
ここ数年にわたり、人院患者や

利用l者に
'∫

するさまさまなサー

ビス レ:l1/業務の整備や向上を
lη っています.

ライフプランセミナーは、企業で

七年 2ヽ 3年 前の従業11に定年後20

年の生活設計について考えさせよう

という社内研1'会です。

去る 2,19日  サンピアロ立で ll
社のセ ミナーが開かれ、171業員夫■

の 50名 力'参加しました

や相談員などとして活躍中の水

庭山美子さん,
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保護者のアンケート[J収にも苦労し

ました Iよ激でいっばいです .

助川中=2ベ ージ」
"や

し 勢いで
編集したよし,苦労したのは載せた
い記事と取せる記事に迷ったこと

日高小=子 どもからPTAの話題
に変え、4け発行あたりから自信が

出てきました.う れしいです。

水木小=写真ではど労しました。
役員が 1人残り、来年も頑張る自信
力i湧 |ヽてきました.

人久保中=ア ンケートの数字の処
理に悩みました。生徒や親の気持を

伝えられたらと思います。

大久保小‐ページ分‖1で編集、パ

ランスをとるのが難しいところです。

会場からは、新聞の見方が変わつた。

写真の撮り方セミナーは早めに。学

|          ‐   ― .

校との
'サ

応に気を使った.地域の広
報紙は幅広い年代対象で難しい な
との声がありました.

古川市民教授のアドバイス

見出し、タイトルにもっとウエイ

トを。アンケートのまとめはさらに

■夫を.安易に行事、運動会に重き
を置かないように,サ供の広報では
■ 1 11… ビ:|¬ | 〔烈

`tよ  ヽ■ |十 夕:|:   、
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病院内では廊 卜や空Flを 不1川 l

したギャラリーを常設て |ド民か

ら貸りされた絵画iや写真などが

飾られ、温かな雰,1気をつくり

出しています。「 ni玄関ホール

では定1切的にコンサートを開ll

病床を離れられない人たちにも

独自のシステムで、ベ ノトに備

えられたテレビを,画 しコンサー

トを楽しむ■夫がされています

また病院内のいろいろな筒所

{こ lご意見箱Jを 設置して利用

者の声fを 開くことはもとより、

ひとつひとつの意見や要望に
'サしてデ1当者がきちんと11答 .幣

活紙 年

しが
たつ
0く

今 る
後 広

嘲
γんなに穫)あげたし、 ています

看護婦、助産

婦として病院FIJ

務の後、市 各ヽ

地で保育指導

赤らゃんの健やかな成長と、

2+いおllさんが安t、して育児が

できるよう、昨年 母 メイ,t1/1相 1炎

tを 1用 きました.自 宅敷地 村に

新設コしたIh談■(ま 水庭さん1(

年の夢 今は亡き,:家のお1ナさ
んの後押しもあって■ fllできたそ

うです 医療■の寄0・や医師と
の連携なと

'喜

しい文,1も ,子と

も連れでおけさん同 ヒカi交流で

きるオープン保育の日もあり好評
です そして何よりも、温かく迎え

てくオιる水庭さんの実瀬が育児
の不安を一掃 t自 信と安らぎを

L」1111菫二______」
方ペラ「水の声」講演準備すすむ
ひたち市民オベラを青てる会

11● 1,を 文化の■うく魅力あるよ

ち|ニ ーーそうした「芸術によるまち

つくり」の 異をluっ て3年前に誕
1:し たのが iひ たち‖j′(ォ ベラを育

てる会Jで す
会では オベラフ|― ラヱ、をはじ
うとした各lfイ ベントの開催 よ‖

ト

活動なとを,こ して

オヘラの普及に%
めています 現在、
「泉が森Jを 警台
としたオリ,ナ ル

オペラ「水の声 |

の公演準備が・|・行

中.共 に,=動する

スタッフ募集

ホームベージ担当
新年度に百年熟H:― Z、 ベージを

開設する「 定です .

楽しい|,ザ ‖を1又 llkす る人やバツ

コンで応援してくオtる たなどたく

さんのスタッフを,集 します.
みんなで話し合いながら百年塾

らしい1青‖そを世界に発liし ます.

おrlィ)せ  i年塾サロシTFt23つ 16S'

資料を見たり話し合ったり

ふれあいコンサー

修稲礫詢 J鋼 3Bl■ l側■剛視聴党センター4F大ホール
～地域に根ざしたボランティア活動～

 基調講演
ボランテイアヘ参llの きっか 十  人にやさしい地域づくり
づくりや、実践 1向 けての1青報脚 t  ―ボランティアを通して―
意見交換などを行います       :講 師,藤日佐和子氏
つ′、場Ⅲl‖                  (あ かねグループ代表 )

011い 合わせ           パネルディスカッション

日立市‖′1(1舌動課 ●22■ 1117,5,3 地域活動とボランティアの関わり

日立市ては市民生活拿般にわたる生遷学習を「百年塾通勁Jと して進めています


